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平成２９年度第４回十和田市農業委員会総会 

 

 

１．場     所    十和田市役所議会会議室 

 

 

２．開 会 日 時    平成２９年 ７月１４日（金） 午後２時００分 

 

 

３．閉 会 日 時    平成２９年 ７月１４日（金） 午後２時３２分 

 

 

４．出 席 委 員（２６名） 

 

１番  箕 輪 展 忠 君    ２番  沢 目 喜代人 君 

４番  竹 浦 寿 広 君    ５番  竹ケ原 重 義 君 

６番  漆 畑 敏 男 君    ７番  宮 本 正 志 君 

８番  畠 山 新 市 君    ９番  中野渡   稔 君 

１０番  赤 崎 和 夫 君   １１番  北 上   稔 君 

１２番  國 分 弘 志 君   １３番  甲 田   稔 君 

１４番  豊 川 洋 人 君   １５番  古  成 光 君 

１６番  小 川 正 孝 君   １７番  新屋敷 より子 君 

１８番  杉 山 秀 明 君   １９番  力 石 堅太郎 君 

２０番  米 田 一 典 君   ２１番  山 崎 誠 一 君 

２２番  佐々木 君 信 君   ２３番  畑 山 喜太郎 君 

２４番  漆 坂 政 行 君   ２５番  下久保 トキ子 君 

２６番  野 崎 さち子 君   ２７番  中 野   均 君 

 

 

５．欠 席 委 員（０名） 

 

 

６．欠 員（１名） 

 

３番 
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７．会議に付した案件 

 

報告第１８号  農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理について 

報告第１９号  競売買受適格者に係る農地法第３条許可書の交付について 

報告第２０号  公売買受適格者に係る農地法第３条許可書の交付について 

報告第２１号  農地の転用事実に関する照会について 

議案第２１号  農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可について 

議案第２２号  公売買受適格者の証明について 

議案第２３号  十和田市農用地利用集積計画の作成に係る要請について 

議案第２４号  十和田市農用地利用集積計画の決定について 

議案第２５号  農地法第５条第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について 

 

 

８．議事録署名委員 

 

１１番  北 上   稔 君     １２番  國 分 弘 志 君 

 

 

９．会議事件の説明及び職務のため出席した職員 

 

   事 務 局 長  佐々木 勇 悦    事 務 局 次 長  市 澤 新 吾 

   事務局農地係長  越 田   守    事務局振興係長  力 石 浩 暢 

   事務局主任主査  山 﨑 和 也    事務局主任主査  野 月 明 久 

   事 務 局 主 査  中 村 俊 文    事 務 局 主 事  江 渡 俊 裕 

 

 

１０．書    記 

 

   事 務 局 主 査  中 村 俊 文 
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開会 午後２時００分 

 

議  長（中野均君）出席委員は定足数に達しておりますので、総会は成立いたしました。

只今より、平成２９年７月６日告示招集いたしました平成２９年度第４回十和田

市農業委員会総会を開会いたします。 

 

議  長（中野均君）これより本日の会議を開きます。はじめに、議事録署名委員の指名

を行います。お諮りいたします。議事録署名委員は議長において指名することに

ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認め、議長より指名いたします。１１番 北上 稔 

委員、１２番 國分 弘志 委員を指名いたします。 

 

議  長（中野均君）会議書記には 中村 俊文 君を、参与には事務局長以下各職員を

任命いたします。 

 

議  長（中野均君）次に、会期の決定を行います。お諮りいたします。 

総会の会期は本日１日限りとしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認め、総会の会期は本日１日限りと決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に報告第１８号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）１ページをお願いします。報告第１８号、農地法第３条の３

第１項の規定による届出書の受理について。農地法施行規則第２１条の規定に

より、別紙のとおり相続等による権利取得の届出書を受理したので報告する件

でございます。２ページをお願いします。今回は１０件で、全て相続による取

得です。あっせん等の希望はありません。３０番は自ら耕作するものです。３

１番は昭和５８年に５条の転用許可を受けましたが、未完了となっています。

３２番は一部公衆用道路となっておりますが、その他は貸借中です。３３番は

自ら耕作するものです。３４番は貸借中です。３ページになります。３５番３

６番は自ら耕作するものです。３７番は貸借中です。４ページをお願いします。

３８番は農地として管理するものです。３９番は自ら耕作するものです。なお、

相続を受けた農地の一部が農地以外の用途になっているものについては、今後

分筆及び地目変更等の指導をしていきたいと思います。以上であります。 
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議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

議  長（中野均君）２０番、米田委員。 

 

委  員（米田一典君）３７番は沖縄県です。相続で受けたものですけども、たぶん亡く

なられた先代の方、基盤強化法なのか３条で貸し借りしているのか、まずそれを

伺いたいと思います。 

 

農地係長（越田守君）お答えいたします。３条の貸借もしくは基盤法の貸借かとのお問い

合わせでしたけれども、土地のうちの一部が３条の賃貸借設定されております。

また一部の農地についてはそれらの設定がされておりませんので、おそらく相対

による貸し借りをされているのかと思っております。 

 

委  員（米田一典君）実は昔からですけれども、不在者地主が増えるのではないかと

様々なげられていますけれども、強化法でやられますとある一定期間が来ますと

期間満了となりますが、その相続された方が沖縄ですから、役所から通知されて

もおいそれと帰ってくるわけにはいかんだろうし、そういった場合に耕作放棄地

や遊休農地になるのではないか思いますが、こういった遠くの場所にいる方に相

続したりしたものについては今後どのような指導なされるのか。耕作放棄地にな

らないことを願うわけですけれども、その対応策がありましたら教えていただき

たい。 

 

農地係長（越田守君）委員のご指摘、心配されているところですね、今後所有者の方、取

得した農地について管理が直接できないというので、将来遊休農地につながって

いくおそれが確かにあるところです。これらにつきましては、法的に直接所有者

に働きかけることはできませんけれども、すでに３条で一部貸借されているとこ

ろもありますので、そちらの方にお願いできる部分はお願いして、農地法なりに

基づいた貸借を勧めることの、農業委員会として所有者のほうに働きかけること

も今後考えていく必要があろうかと思います。また諸事情でそれができない場合

につきましては事務局のほうでも現地を把握しまして、時折土地の状況をパトロ

ールしながら耕作状態がされているのか保全管理がされているのかの確認を努め

て参りたいと思います。また併せまして近くの委員の方で近くの対象地がある場

合には委員の方にもお力添えいただきまして、見回りのときにこれらの土地も見

ていただくようにご協力お願いできればと思っております。 

 

議  長（中野均君）米田委員、よろしいでしょうか。 

 

委  員（米田一典君）はい。 

 

議  長（中野均君）その他ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第１８号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第１９号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）５ページをお願いします。報告第１９号、競売買受適格者に

係る農地法第３条許可書の交付について。最高価買受申出人等となった競売買

受適格者からの農地法第３条第１項の規定に基づく許可申請について、別紙の

とおり許可書を交付したので報告する件でございます。６ページをお願いしま

す。農地法第３条の許可書１件の交付がありました。青森地方裁判所八戸支部

における競売に係るもので、許可については、５３番は平成２９年５月１６日

開催の第２回総会、議案第８号で承認を得ております。許可書は７月５日に交

付しました。落札価格は２２２，２２８円。１０アールあたり２８０，９００

円となっております。以上であります。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第１９号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第２０号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）７ページをお願いします。報告第２０号、公売買受適格者に

係る農地法第３条許可書の交付について。最高価買受申出人等となった公売買

受適格者からの農地法第３条第１項の規定に基づく許可申請について、別紙の

とおり許可書を交付したので報告する件でございます。８ページをお願いしま

す。農地法第３条の許可書１件の交付がありました。十和田市における公売に

係るもので、許可については、５４番は平成２９年６月１５日開催の第３回総

会、議案第１６号で承認を得ております。許可書は７月４日に交付しました。

落札価格は１８０，０００円。１０アールあたり１３６，２００円となってお

ります。以上であります。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第２０号を報告済みといたします。 
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議  長（中野均君）次に報告第２１号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）９ページをお願いします。報告第２１号、農地の転用事実に

関する照会について。青森地方法務局十和田支局から別紙土地の現況について

照会があったので、現地調査等の結果に基づき別紙のとおり回答したので報告

する件でございます。１０ページをお願いします。今回の照会件数は４件で、

現地調査は７月６日に実施し、法務局への回答は７月１０日に行っております。

９番は県道戸来十和田線のパワーズＵ十和田店の信号のある交差点を東に約２

７０メートル進んだ地点の道路南側です。申請地は３０年ほど前から通路及び

庭の一部として使われていることから、非農地と回答しました。１０番は国道

４号洞内入口交差点付近で、旧くるまやラーメンの北側です。申請地は南北１．

８メートル、東西２３メートルの横長の土地で三方を擁壁に囲まれ、周囲とも

高低差があり、非農地と回答しました。１１番は種原公民館から北東に約２５

０メートル進んだ道路の北側です。申請地は昭和４３年建築された住宅が建っ

ており、非農地と回答しました。１２番は国道１０２号沿いの渕沢集会所から

焼山方面に約１８０メートル、北に約３５０メートル進んだ道路の南側です。

申請地は雑木が繁茂しており、非農地と回答しました。以上であります。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

議  長（中野均君）２０番、米田委員。 

 

委  員（米田一典君）転用の許可を受けていないということですよね。許可が出てませ

んよということですよね。住宅が建っているけど、あくまで農地でしたよ。それ

がたまたまそこに家を建てましたよってことでありますけど、これを指導しなく

ていいのですか。これから指導しますとのことであれば、その旨教えていただけ

ればなと思います。 

   

農地係長（越田守君）はい、ご質問について回答いたします。確かに転用許可が無とのこ

とで、転用の許可申請は出されていないということです。実際に住宅が建ってい

るということも今回のケースでありましたけれども、本来ですと許可もなく住宅

等建つ前は転用許可が必要となってくるものですけれども、一応概ね２０年を目

途にそれ以前に、２０年以上経ったものについては法律の時効の規定も併用しま

して、時効扱いということで内部的に取扱いしております。よってまず概ね目安

として２０年を経っていないものについては、基本的には転用の許可を申請して

もらって、２０年を過ぎたものについてはちょっとやむを得ないということで、

取り扱っておりました。当面といいますか、今後も基本的には転用申請してもら

うというのが原則ですけれども、期限を定めませんと対応できないものがありま

すので、一応概ね２０年という基準で判断してもらいたいと考えております。 
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議  長（中野均君）２０番、米田委員よろしいでしょうか。 

 

委  員（米田一典君）はい。 

 

議  長（中野均君）その他ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第２１号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）ここからは議案に入ります。今月担当した農用地利用調査班は第２

班で、調査員は竹ケ原班長、宮本委員、力石委員の３名です。７月６日に現地調

査及び市役所新館４階会議室での聴取調査を行っております。 

 

議  長（中野均君）次に議案第２１号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）１１ページをお願いします。議案第２１号、農地法第３条第

１項の規定に基づく農業委員会の許可について。農地法施行令第１条の規定に

より、別紙のとおり許可申請書の提出があったので審議を求める件でございま

す。 

 

議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査と聴取調査の結果について報告願います。

５番 竹ケ原 重義 委員、お願いいたします。 

 

報告委員（竹ケ原重義君）それでは第３条の許可に関する報告をいたします。今回の３条

申請は３件で、うち所有権移転が１件、賃借権設定が２件です。まず所有権移転

ですが、１２ページの申請番号５５番は相手方要望により売買するものです。次

に賃貸借についてですが、１３ページの申請番号５０番と５１番はともに労力不

足のため賃貸借を行います。以上について、現地確認と写真での確認の結果、申

請地は全て農地として管理されており、また申請書は適当と認められますので、

委員の皆様の審議をお願い申し上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）竹ケ原委員、ご苦労様でした。事務局から提出議案の内容を説明い

たします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）補足説明いたします。１３ページをお願いいたします。５０番

は農業経営基盤強化促進法での貸付期限到来による再設定によるものです。所有

権移転の５５番及び貸借権・使用貸借の５０番５１番は農地法第３条第２項各号

の判断につきましては、お手元の調査書のとおりで該当しないため、許可要件の
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全てを満たしていると考えます。以上であります。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第２１号は許可することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第２２号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）１４ページお願いいたします。議案第２２号、公売買受適格

者の証明について。農地法第３条の適用を受ける土地について、別紙のとおり

農地等の買受適格証明願いの提出があったので、審議を求める。なお、当該適

格者が最高価買受申出人等となり、農地法第３条第１項の規定に基づく許可申

請書を提出したときは、証明書の交付時と事情が異なる場合を除き許可するも

のとする件でございます。１５ページお願いいたします。今回証明願いのあっ

た農地は平成２９年６月８日に十和田市に農地と回答したものであります。６

月１５日開催の平成２９年度第３回総会、報告第１７号で報告したものでござ

います。入札、開札日時は７月２４日、売却決定日時は７月３１日、申請者は

経営拡張のため買受を希望するものです。農地法第３条第２項各号の判断につ

きましては、お手元の調査書のとおりで該当しないため、許可要件の全てを満

たしていると考えます。以上であります。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時２０分 

 

( 事務局から公売に係る土地の所有者及び最低公売価格についての説明をする。 ) 

 

再開 午後２時２０分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 
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議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第２２号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第２３号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）１６ページをお願いします。議案第２３号、十和田市農用地利

用集積計画の作成に係る要請について。農業経営基盤強化促進法第１５条第４項

の規定により、十和田市長に対して別紙のとおり農用地利用集積計画を定めるよ

う要請することの承認を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）農用地利用調整会議の結果について報告願います。７番 宮本 正

志 委員、お願いいたします。 

 

報告委員（宮本正志君）それでは十和田市農用地利用集積計画の作成に係る要請に関する

報告をいたします。去る７月６日午後に、竹ケ原委員、力石委員、私の３名で、

会長室において農用地利用調整会議を行い、聴取調査を実施いたしました。あっ

せん件数は所有権移転の１件であります。申請番号７番ですが、申請地はすべて

農業振興地域内の農用地区域内農地であり、所有権の移転を受ける者は認定農業

者である農事組合法人です。今月のあっせん対象１件は相手方要望により、農地

を売買するものであり、これらの農地は利用権の設定を受ける者の経営する農地

の近くにあることから農地の集約が図られるものと考えます。利用調整委員とし

ては、申請内容及びあっせんについて適当と認めましたので、その旨を７月６日

付で、会長あてに農用地利用調整会議の調整結果として報告しております。以上

のことから、委員の皆様の審議をお願い申し上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）宮本委員、ご苦労様でした。事務局から提出議案の内容を説明いた

します。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）今回申請のあった所有権移転につきましては、調査書のとお

りで農業経営強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えます。
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以上であります。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり要請する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第２３号は要請することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第２４号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）１８ページをお願いします。議案第２４号、十和田市農用地利

用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基

づく農地中間管理機構に係る農用地利用集積計画の作成について、別紙のとおり

十和田市長から依頼があったので、農業委員会の意見を求める件でございます。

１９ページから２２ページになります。賃借権の設定が７件２７筆、面積の合計

が７４，２８６平方メートルです。また使用貸借による権利が４件の２１筆、３

１，４０５平方メートルです。利用権の設定を受ける者は全て農地中間管理機構

である公益社団法人あおもり農林業支援センターで、利用権設定期間は全て１０

年間となっております。１９ページ、賃借権です。１９番は赤沼字下平を除いて

耕作者集積協力金の対象となります。２０番は経営転換協力金の対象となります。

２１番は耕作者集積協力金の対象となります。２０ページお願いします。２２番

は耕作者集積協力金の対象となります。２３番は経営転換協力金の対象となりま

す。２４番は協力金対象外です。２５番は経営転換協力金の対象となります。２

１ページをお願いします。使用貸借による権利は４件です。１９番と２１番は経

営転換協力金の対象となります。２０番は耕作者集積協力金の対象となります。

２２ページお願いします。２２番は経営転換協力金の対象となります。以上です。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第２４号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第２５号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（佐々木勇悦君）２３ページをお願いします。議案第２５号、農地法第５条第

１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について。農地法第５条第３項の

規定により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので、県知事に送付する

ための意見を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査及び聴取調査の結果について報告願います。

１９番 力石 堅太郎 委員、お願いします。 

 

報告委員（力石堅太郎君）それでは、第５条の農地転用に関する報告をいたします。第５

条の農地転用は、今月は申請番号２２番から２９番までの８件です。申請番号２

２番と２９番は駐車場の整備です。２２番は学童保育施設利用の保護者及び職員

用の駐車場を整備するもので、２９番はバキュームカーやごみ収集車等の業務用

車両を置くものです。申請番号２３番は２棟分の建売分譲を行うもので、申請番

号２６番は集合住宅を２棟建築します。申請番号２４番は事務所を兼ねた兼用住

宅の建築ですが、申請地の一部に砕石が敷かれていることから、始末書付きの申

請です。申請番号２５番と２７番はともに自己住宅の建築です。２５番は農地を

購入し、２７番は使用貸借により親から農地を借り受けます。申請番号２８番は、

農業用倉庫の建築で、農地は親から贈与を受けます。次に農地区分についてです

が、申請番号２２番から２５番までは都市計画法の用途地域内であり、第３種農

地に該当します。申請番号２６番は申請地付近に学校が２か所以上あること、ま

た２７番は住宅のように供する施設が連担していることから、ともに市街地化の

傾向が著しい区域にある農地として、こちらも第３種農地に該当します。申請番

号２８番と２９番はともに第１種農地ですが、２８番は農業用施設の建築である

こと、２９番は業務用車両が悪臭を伴い、市街地に設置することが困難であるこ

とから、それぞれ不許可の例外となります。以上、現地調査と聴取調査の結果、

申請地は農地転用の要件を満たしており、また申請内容に対して適当と認められ

ますので、委員の皆様の審議をお願い申し上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）力石委員、ご苦労様です。事務局から提出議案の内容を説明いたし

ます。 
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事務局長（佐々木勇悦君）２４ページ２５ページお願いいたします。２２番の場所は国道

１０２号沿いにある青森銀行十和田西店東側道路を北に４００メートル進み、そ

こから西に７０メートル、南へ５０メートル進んだ道路の西側です。２３番の場

所は稲生川土地改良区西側道路を南に２００メートル、西に１３０メートル進ん

だ道路の北側です。理念寺の近くになります。２４番の場所は青森県土地改良事

業団体連合会県南事業所北側道路を西に２７０メートル進んだ道路の南側です。

２５番の場所は有限会社大柳新聞店北側道路を東に約４００メートル進んだ道路

の南側です。２６番の場所は主要地方道三沢十和田線沿いにある十鉄北里大学通

りバス停から東に１１０メートル、北に８０メートル進んだ道路の西側です。２

７番の場所は土手山にあります紅葉の湯前の道路を北に４８０メートル進み、西

に７０メートル進んだ道路の北側です。後野町内会集会所の西隣です。２８番の

場所は旧六日町児童館の東側の隣接地です。２９番の場所はパチンコエスタディ

オ十和田店北側にある県南環境保全センターの南側です。以上です。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可相当

とすることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第２５号は許可相当とすること

に決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）以上で今総会に付議されました議事は全て終了いたしました。以上

をもちまして、平成２９年度第４回十和田市農業委員会総会を閉会いたします。

ありがとうございました。 

 

 

閉会 午後２時３２分 


